
陸奥湾海況自動観測

児蘇良則

目 的

海況自霞観測システムと茂浦定地観測によりホタテガイ等重要水産資源、の漁業生産基盤である陸奥湾の海

洋環境・漁場環境のモニタリングを行い、得られた情報を陸奥湾海況情報として提供するとともに、海況予報

技術・漁場保全対策・二枚貝毒化予察研究等の基礎データとして活用する。

材料および方法

1 観測期間等:プイ一平成19年1月'"'-'12月の毎時麟雄目測、茂浦定地観調卜平日午前9時

2 観測地点と内容:図1、表1のとおり

3 観測ブイのセンサーの仕謙:表2のとおり

表1観測内容

観測地点 観測水深
観測項目

水温 塩分 溶存酸素 流向流速 気温 風向風速 蛍光強度

1m 。。 4，6，8，10， 

平舘ブイ
15m 。。 15，20，25， 

30冊 。。 30， 35， 40m 

45m(底層) 。。 の10層

1m 。
青森ブイ

15m 。
30m 。
44m(庖層) 。
海上約4m 。。 。
1m 。。 4，6，8，10， 

東湾ブイ 15m 。。 15，20，25， 

図1観測地点

30m 。。 。30， 35， 40m 
48m(底層) 。。 。の10層

茂浦 表面 。O(比重) 。Ll.(風力)

表2観測ブイのセンサ』世強

観測項目 測定方式 測定範囲 分解能 測定精度 電頚 測定時間 備考

平舘・東湾ブイ水温塩分一体型

水 温 サーミス$1 。-35"c 0.01"C 土 0.03'c リチウム電池
青森ブイ水温計のみ

塩 分 電磁額導方式 15-35 0.01 :t 0.05 リチウム電池 検出部自動洗浄

溶存酸素 隔膜電極方式(ガルパヱ型) 。-200首(飽和度) 1% 土 5世 リチウム電池 検出部自動洗浄

流向 。-360・ l' 流向:t5・
層厚 1m

流向流速 超音波ドップラ一方式 ソーラー蓄電，也 1秒毎3分
ブイ上で1m毎デ一世取得可

流速 0-5m/s 士 O.OOlm/s 流速:t0.01m/s

自然通風通気筒型
気 温 -20-40 "c :t0.1'C :t0.2'C ソーラー蓄電池

サーミス9

風車型

ポ子ンシヨンメ-$1 風向 。-360・ 風向 1.4・ 風向 :t5・
風向風速 ソーラー蓄電池 1秒毎10分

10m/sec以下:t0.5m/s
交流発電機 風速 2-6伽，/s 風速 O.lm/s 

1伽/sec以よ土日

蛍光強度 蛍光光度法(青色LED)方式 。-50μg/L(Chl.) 0.05μg/L 安定性 0.2μg/L リチウム電池 検出部自動決浄

コンパス MI方式 。-360・ :tl・ :t 5・ ソーラー蓄電池 1秒毎10分
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結果および考察

ブイデータの取得状況

観測データのうち、採択し

たデータを取得データとし

て、表3に取得状況を示した。

年間データ取得率は 98%

であり目標の 95%を上回っ

た。95%を下回ったのは蛍光

強度 (88%)、溶存酸素

(93%)で、あった。

2 観演鵬果

本報告のとりまとめにあ

たっては、毎週発行している

「陸奥湖毎況情報」で半旬毎

にデータを整理して利用し

ていることから、水温、野士、

樹被素、気温、蛍光強支に

ついては、半旬平均値を用い

て図で示した。ただし風と流

れについては、毎時のデータ

を用いた。

平年値は昭和的年~平成

18年までの期間のデータで

算出した。

平年との比較は、平年偏差

比(平年偏差÷平年標準偏差

X1oo)を用い、士6倒未満を

平年並み、::t60%以上""::t

130%未満をやや高めまた

は低め、土130%以上""::t

200%未満をかなり高めま

たは低め、::t2oo%以上をは

なはだ高めまたは低めと表

現しt4，

なお、昭和60年~平成18

年の平舘ブイにおける 15m

での月毎の流れの状況を図

13に、東湾ブイにおける月

毎の風の状況を図14に示し

たので、参考にされたい。

表3 ブイデータの取得総見

観測地点 観測内容

平舘ブイ 水温 1m 

15m 

30m 

45m 

(富十)

塩分 1m 

15m 

30m 

45m 

(富十)

流れ 4m 

6m 

8m 

10m 

15m 

20m 

25m 

30m 

35m 

40m 

(言十)

合 言十

青森ブイ 7.1<;'星 1fT、

15m 

30m 

44m 
dEbヨ‘ 言十

東湾ブイ 7.1<;'墨 1打、

15m 

30m 

48m 

(言十)

塩分 1m 

15m 

30m 

48円、

(言十)

溶存酸素 30m 

48m 

(言十〉

風 ブイ上

気温 ブイ上

蛍光強度 1m 

4m 

6m 

8m 

10打、

15m 

流れ 20m 

25m 

30m 

35m 

40m 

〈富十〉

合 計

総 富十
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観測数
データ

欠iJ!IJ数
データ

取得数 取得率(%)

8，760 8，737 23 99.7 

8，760 8，736 24 99.7 

8，760 8，737 23 99.7 

8，760 8，738 22 99.7 

35，040 34，948 92 99.7 

8，760 8，110 650 92.6 

8，760 8，736 24 99.7 

8，760 8，737 23 99.7 

8，760 8，738 22 99.7 

35，040 34，321 719 97.9 

8.760 8，371 389 95.6 

8，760 8，371 389 95.6 

8，760 8，371 389 95.6 

8，760 8，369 391 95.5 

8，760 8，371 389 95.6 

8，760 8，371 389 95.6 

8，760 8，371 389 95.6 

8，760 8，371 389 95.6 

8，760 8，371 389 95.6 

8，760 8，370 390 95.5 

87，600 83，707 3，893 95.6 

157，680 152，976 4，704 97.0 

8，760 8，757 3 100.0 

8，760 8，757 3 100.0 

8，760 8，757 3 100.0 

8，760 8，757 3 100.0 

35，040 35，028 12 100.0 

8，760 8，728 32 99.6 

8，760 8，727 33 99.6 

8，760 8，727 33 99.6 

8，760 8，728 32 99.6 

35，040 34，910 130 99.6 

8，760 8，539 221 97.5 

8，760 8，722 38 99.6 

8，760 8，727 33 99.6 

8，760 8，728 32 99.6 

35，040 34，716 324 99.1 

8，760 8，108 652 92.6 

8，760 8，253 507 94.2 

17，520 16，361 1，159 93.4 

8，760 8，723 37 99.6 

8，760 8.729 31 99.6 

8，760 7，748 1，012 88.4 

8.760 8.722 38 99.6 

8，760 8，722 38 99.6 

8，760 8，717 43 99.5 

8，760 8，720 40 99.5 

8，760 8，717 43 99.5 

8，760 8，722 38 99.6 

8，760 8，722 38 99.6 

8，760 8，722 38 99.6 

8，760 8，722 38 99.6 

8，760 8，722 38 99.6 

87，600 87，208 392 99.6 

201.480 198，395 3，085 98.5 

394，200 386，399 7，801 98.0 



(1)水温

観測プイと茂浦での観測直、それらの平年偏差と平年偏差比を図2に示した。その特徴は、以下の

とおりで、あった也

①平舘ブイと青森プイの水温は5月まで、東湾ブイの水温は3月まで、平年より高かった。

②平舘ブイと青森ブイの全層の水温および東湾ブイの1m層の水温は、 6月に「はなはだ高めJに

達し、 7月に「かなり低めjに急変した。

これらの変動は気温の影響が大きし、と考えられた。
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園2観測ブイとあ曹での水温と平年偏撞および平年偏差比
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(2)野士

平舘ブイと東湾ブイでの観調I}fi直、それらの平年偏差と平年偏差比を図3~こ示しtCo その特徴は、以

下のとおりで、あった。

①両ブイの塩分は、共に5月まで平年より低くかった。

②両ブイの塩分は、 6月"'-'8月にかけて全層で「はなはだ高め」に達した。

これらの変動は、前年秋以降の降水量が多かったこと、暖冬で降雪量が少なかったこと、平成 19

年の梅雨時期にも降水量が少なかったことによる影響が大きし、と考えられた。
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図3平舘ブイと瓦膏ブイでの脳性平年偏差およt秤年偏差比

(3)翻智駿素

東湾ブイの溶存酸素飽和
110 

度の観測値と溶存酸素量を
〈s1ω 

図4に示した。

底層の溶存酸素は、 3月頃

から低下し続け10月下旬ご

ろ急速に回復するという例

年どおりの推移で、あった。

水産用水基準2∞5年版で
は、内湾漁場の夏季底層の望

11 

~ 10 

ましい溶存酸素量は4.加g/l E B 

以上となっており、この値を
咽226 4 

下回った期間は9月第5半旬

から 10月第3半旬にわたる

約25日間で、あった。
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2)東湾ブイ

東湾ブイの15mの流向満車の観視肝直を、

流向頻度、流向別平均流速、流向別最犬流

速の3項目について整理し、図7に示した

(東湾ブイの流向満車については新しし観

測項目であり平年値はない)。

年間を通じて、流向に偏りがなく、最大

年間斑向頴置(拡)

(CalmO 4%) 

叩凋お-
w，明監国

年間車向別平均琉連加j，)

図7:.;膏ブイでの流れ

年間流向別最大高速(Jnjs)

満車はO.3m/sで、あった。

平成19年の観視IJfI直を月毎に同様の項目について整理し、図8に示した。流向頻度で1月'"'-'3月に西

への偏りが認められた。その他は、時期に応じた明瞭な偏りは認、められなかった。
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(5)風

東湾ブイの風向風速の観調Ijfj直を、風向頻度、

風向別平均風車、風向別最大風速の3項目に

ついて整理し、平年と併せ、図9に示した。

年間の風向頻度は、西寄り>東寄り>北寄

り>南寄りで、頻度構成はほぼ例年どおりで

あった。

平成 19年の観測H直を月毎に同様の項目に

ついて整理し、図 10に示した。月毎の風向

頻度は、例年では8月には東寄りが多くなる

のに対し、本年は西寄りが多かっfこ。
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且向別量大島連(mfs)

年間風向別量大風速加/，)

図9 車宵ブイでの風

上段:平年下段:平成19年
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(同気温

東湾ブイと茂浦の観調IJfj直、それらの平年偏差、平年偏差比を図11に示した。両者の気温の変動の状

況は似ていた。変動幅は茂浦より東湾ブ、イで小さかった。
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園11 恥苛ブイと麓甫での気温と平年偏差およt舟年偏差比

(7)蛍光強度

東湾プイの蛍光強度の観調l胞を図12に示した。

1月........ 2月が高く、 3月........8月が低く、 9月以降

は上昇傾向であった。

最大値が10を超えたのは、 3回で、全て鉛直混

合期であった。
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園12瓦苛ブイでの蛍光強度

3情報の提供

(1)街駄曜日に「陸奥湾海況情報j を作成し、漁業団体 17ヶ所、湾岸相I村 10ヶ所、本県関係機関 7

ヶ所の計34ヶ所にファックスで提供するとともに、当所のホームページに掲載した。

平成19年1月........12月の発行は、 NoJ伺8........ No.659の計52回で、あった。

(2)この他、当研究所ほたて貝部が開催した「ホタテガイ情報会議j、県水産振興課が開催した「養殖ホタ

テガイ実態調査説明会及。満果報告会」、蓬田村漁協研究会の要請により開催された「陸奥湾の海況勉強

会」などで最新の海況情報を提供した。
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